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考現学講座 

講師 

赤瀨川原乎 

今和次郎に端を発した考現学を先軀宮武外骨の^ I 跡 
踏まえながらその実践をも含みつつ展開する講座です 


20第2窗士 


4月期 
申込受 


03(262)2529 


期生募集_ 
受付中/ ^ 


む •ぎ2 た “▲の ▲ ^ユ 

麦畑野原 


■集録作品 

日の毒むべ咲く哉街道の街 
海のタッチ K の時代血紅色 
スワロー まばたきブック他 


鈴木翁二作品集 


A 5 判上製美装カバー箒付 
272頁定価2,000円送料200円 


〒101 

東京都千代田区神田神保町 1-20 
TEL 03(291)5589 


而立害房 


あすか漫画 
図書館 

囫戦前漫画から最新刊 
まで8万冊収録圈 


◎ AM111 


p M10: 〇〇 
年中無休 

® 入館料 
3 5 OR 

(飲み物付) 


1一般漫画から全国同人誌まで— 

J 5 I { 専 S あすか書房 
高田店 

へ ®目録御希望の方は200円切手同封で 

〒635大和高田局私書箱22号 

へお申し込み下さい。 



■写真 

フィルム現象引伸し紙焼き 
薬液の使用法水洗等暗室 
作業での技術を中心に写真の 
すべてについて 

报導成田秀彦 
■シルクスクリーン 

シルクの張り方カッティング 
スクリーンじか描き写真製 
版印刷等シルクスタリ—ン 
技法のすべてを 

$岡部徳三 
■最終美術思考 

美術から棟々の属性を剝取り 
表現の最後に残った核を最終美 
術として置直す思考鍛練の場 
と考えて下さい 

指導一ール研究室 

_銅版画 

エッチングメゾチント等各種 
の基礎技法から写真製版による 
エッチングに至るまで総ての 
技法を教えます 

报導吉田克朗 

■描写 

モデルを作ることから始めて 
描くことの意味を描くことに 
よって根底から問い詰めるき 
びしい教程です 

推導菊畑茂久馬 
■映画技作 

劇映一は ft 水力を竹); 1 -に 一^的 
に供給されていますれ^の T -- 
でこれを逆流させることは出米 
ないでしょぅか 

棺導鈴木清顢 
他 


一194一 










嘘つぎの日記 


一九八〇年 


2二 
.S 寶 

W 崮 
夏永 


〇月 X 日夕方、〃ぎんなん"て n — 匕—飲んていると、可愛い女の 
子が声をかけてきて、 I 諸に n — 匕—のんだが、彼女の云 
つてる事が分らないのて、約一時間説教をして帰る。 

〇月 X 日約二年前の冬の朝、|匹のノラ猫か/つちの庭にまぎれこ 
んできて、南のベラ>ダに住みついた。鼻をたらし、胃拡 
張の様に大きなおなかのノラ猫に、クンべと名前をつけて、 
客分としての身分を与え、そこに住む事を許可してきたが、 
この猫、やた6そのべランタが気に入つだかして、家内に 
云わせると、心がけが良いのて今年の冬は寒<ない様に、 
小屋を作つてやりたいと云うのて、それな6私か作ろ/つと 
いうことに右つて、今日は、 I 晚かけてネ n 小屋の設計囵 
をひいた。 

〇月 X 日初夏だとい/つのに肌寒いのだ。おどろいた。地球の奴、 
風邪てもひいているのじやないかと心配になる。 

〇月 X 日午後四時頃起きて、その足て立ちそば食べて、銀座に出 
る。模型の伊東屋で、フライツシユマンのデイーゼルを買 
い。次に新宿の駅前の n — 匕—店て、仲間の水野良太郎氏 


に会/つ。模型鉄道に関しては、二十年先輩の水野氏に色々 
と話を聞<。最後に彼は、「たしかに楽しいけど…：、•本格的 
なレイアウト作りは、隠居してからがいいと思うよ」と結 
んて、著書の鉄道模型の本を<れた。帰り、その本を夢中 
て読んていて、吉祥寺まで乗り週して、又阿佐谷まて帰つ 
たりしだ。 

〇月 X 日天気、鉄道模型の材料をめちや<ちやに買い狂/つ。 

〇月 X 日午後四時に起ると、その足で立ちそば食べ、日本橋の高 
島崖て、メルク U ンの Z を買い、ついてに H 〇の基本セツ 
卜も買い込む。帰りに、立ちそばの天ぶ5そばを食べて、 
夜半家内の作るラどんを食べて、鉄道模型の仕事にと 1 0か 
かる。 

〇月 X 日あまり深<考えない様にしているガ……時々頭の中が混 
乱する。例えば、鉄道模型にしたところで、 Z ゲ—;ン、 9 
ミ 1 J ゲ丄ン、 H 〇と手を広げ、収拾がつかな<なつている。 

〇月 X 日今日は、め♦つらし<昼頃に起きると、日曜日であつた。 
天気も良いので、家内と娘をともなつて、吉祥寺に出る。 
井の頭公園に行<と、ひとの良さそうな老若男女でごつた 
かえしていた。よく見ると、みんな馬鹿面してる風に思え 
てつかれてしまつだ。帰りに、近鉄てメルク U ンの H 〇の 
機関車を買う。 

〇月 X 日この所、.何週間か鉄道模型に熱中している。目がさめて 
寝るまで、鉄道模型の事て頭が I 杯て、家内や娘が何を話 
しても、〃よきにはからえ"と云つてすませている。深夜、 

Z ゲージの構円形の線路の上を、 C タンクに色々な貨車、 
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客車十五両程を引かせて走 6 せてみる。ゆつ<りと確実に、 
よ<走る。その/つち 9/// U ゲ—;ン用の緑の木を、そこここ 
に配置して、又走5せてみる。五時間程、眺めてはあきも 
せす週し、寝る前に、漠然と鉄道の走る島を作りたいと考 
える。 

〇月 X 日光陰矢の如し。一晩中雨。 

〇月 X 日午前四時、幷当を食べて、作文をして、鉄道模型のレイ 
アウトブランにかかる。午前八時、家内と娘と、 n — ヒーヽ 
卜—スト、野菜サラダの朝食をとる。午前十 I 時頃、寝る予 
定。 

O 0 TX 日夕食の時、家内がクンべの小屋の話をした。「今年の秋は、 
もうそこまて来ているか&、そろ\^小屋を作つてほしい。」 
と確かに、南の入□のところに、いかにも〃早<やれ //:" 
といわんばかりに転かつている。家内が買つてきた材料 かヽ 
大きな顔をしてあることに気はついていだのだが、無視し 
ていだ。鉄道にそれだけ気をとられていた。「もしなんでし 
た5、私ガ作りますか6」なんて追討ちをかけるか5、力 
チンときて私は怒る。殿様とは、女子供の命令でネ n 小屋 
作らねばな6ぬほど、もつての外の云い草なのだ。トノサ 
▽とい/つのは、自分ガその時やりたいと思う事をやつてり 
やいいのであつて、人の云いつけで、ネ n 小屋を作るなん 
ぞとんでもない考えちがいてあるとい/つの♦か、私の云い分 
てある。そして、「君は、私の楽しみを奪/つとい/つのかね」 
そう云つてか6約1.時間半ほど説教をする。 

〇月 x 日右の目の上の方にものも5いが出来る。|日中、眼'かゴ 
□< 痛む。机に坐つて、アスナフールを闇<。アスナフ 


—ルが外の雨の音にぬれている。 

〇月 x 日 i 夜かかつて、裏のアじエの約六置の広さの所に、 
製囵台を置き、その上に、/つつちやんが作つて<れたべ二 
やの台わ < をのせて、 9/// U の線路をひき、/つつちやんに 
も/ 1 〇つた C タンクを走5せて感激する。 

〇月 x 日 9 ミ U は、阿佐谷の"ベルホビー"とい/つ店で、 Z は高 
島屋で、 H 〇は吉祥寺の近鉄で、買/つのが決つてしまつ产 r 

〇月 X 日鉄道模型趣味という雑誌を、一年半位、バックナンパー 
ガそろつた。これで多<の人々か作つたレイアウトを見る 
事が出来る。 

〇月 X 日私は、電気が苦手てある。とい/つより無知なのだ。その 
私が電気で動 <鉄道模型に夢中なのだか5、おかしい。レ 
イアウトを考えると、ど/つしても電気の配線とい/つ私には 
理解出来ない世界を必要とするのて、頭が痛<なる。水野 
氏日 <の、バカチヨンてあるメルク U ンを選んだのもその 
為なのだ。 

〇月 X 日鉄道模型のテの字も知らなかつた私が、それを知つて| 
ヶ月目にしてレイアウトにふみ切つだ。べットをひとつつ 
♦ふして、 Z ゲ—ジで島を作り、街、山、川、海とすべてを 
もりこんだ鉄道が走る世界を作ろ/つと決意する。 

〇月 X 日今日は、朝か5/つつちやんが作つて V れたベニやの台を 
解体して、 Z ゲ—ジ用の台を作る。久し♦ふりに汗ガほとば 
しる。いつにない充実感を、夕食と共に味わ/つ。 
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〇月 x 日ネ n 小屋のことて、家内に二時間説教する。 

〇〇 rx 日 Z ゲ—ジ用の洋館を、二軒建てる。 

〇月 XB 乙ゲージの台の上に、線路をひいてゝ走らせてみる。そ 
れから、あれやこれや考えて囵面をひ<。 

〇月 X 日雨のち晴のち曇りのち雨。 

〇 OCX 日あまり元気かない。 H 〇の機関車が買いた < て、う♦つう 
づしている。 

〇月 X 日貫徹して、 Z ゲージの線路を敷き終る。•クギを打つのに、 
懐中電燈て照6さないと、クギ穴ガ見つからないのて、骨 
が折れだ。 

〇月 X 日午前十1時頃に眼をさましてみると、極上の天気だ。 

めしを食つてぐす<してることに飽きたので、ふとネコ 
小屋作りを思いつく。庭に出て、さて作ろうと家内の買い 
そろえた道具類を見ると、ゴチンときだ。 n — 匕—を入れ 
ている家内を呼びつけて、約十五分説教をする。おかげて 
苦い n — 匕—のんで仕事にかかる。それか5 I 時間程の間 
に、二度ばかり家内を近<の金物屋に走らせて、必要なも 
のをと^そろえてギ始める。汗が出る。すぐつかれ 
る。困つだものだ。三度目に、家内を呼びつけてクギを買 
つてこいと云う頃には、この家来なるものは、又もその身 
分を忘れ、図に乗つた態度て、「いいかげんにして下さい」 
とこいた。今度はガチンときたので、一時間程大声でわめ 
き散6す様に説教する。それをクンべは鉋きすに見ていだ。 
おかげて仕事はおおはばに遅れる。午後六時半頃、青林堂 


の長井さんが、新らしい本を持つて見える。「やつてますな 
あ」と云つて、長井さんは二 n 二 n してお6れたが、日は 
まさに暮れなんとするのに、今だ完成しないネコ小屋を作 
りなが/ n 、 私はどこかで、ほつとしてしまつて、あいまい 
なあいさつしか出来なかつた。 

〇月 X 日夕方目をさますと、ペンキの匂いガレて、，昨日作つだク 
ンぺの小屋に色がぬつてあつた。朝\娘を学校に送り出す 
時、ふと見ると、まだペンキのぬつてない作 1 0だてのホや 
ホやの犬小屋の様な中で、丸<なつてクンべは寝ていた。 
私は、クンべに愛情の様なちのを感じる。ラい奴である。 

〇月 X 日家内を居間で説教していて、ふと見ると、クンべが小屋 
の上に坐つて、こつちを見ている。この猫は、決して家の 
中に入つてこないが、外より家の中に興味を持つている6 
しく、よ<家の中を見ている。不思議なネコなのだ。だと 
え、ネ n であゥたにせよ、説教たれる時は、も少しきちん 
と坐り直してから説教の続きをした。 

〇11 TX 日目をさまして、駅前の n — 匕—店て n — ヒ ー I 杯のんで 
いると、一日が暮れてゆ<。人々の一日は、あき5かに一 
日の後半の自由な時間なのに、わたしの一日は始まつたば 
かりなので、なんとな<申し訳けない様な気分におそわれ 
る。 I 日と I 日のはざまに落つこちてる人間ではないだろ 
/つかなぞと考えなが5家に帰る。 

〇月 X 日漫画を少し描いて、 Z ゲージの家を二軒建てる。 

〇月 X 日今年の夏は、冷夏とか云われて、本当にしのぎやすかつ 
だ。こんな事とは露知/ , 〇す、春の頃、家族のみんなて今年 
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の夏はひとつ三日程出かけよ/つとい/つことになつて、計画 
たてて、高名なる避暑地のホテルに予約しておいだのだつ 
た。そこで、上はおばあちやんの八十八才から、下はおば 
あちやんの曾孫にあたる八才を含めて、総勢八名は、二台 
の車に乗つてすごしやすい東京をあとにした。どんより曇 
つてる上に、現地は肌寒 <、すべてのものガバカ高< 、ホ 
テルは不親切で、<いものはますいときて、風呂は汚れて 
いるといつだあんばいなのだ。その上、 I 夜明けだ午前中、 
私は子供達と温水フールに行<途中て、車のキ V を落して、 
約半日捜しまわつたが出てこなかつた。結局、少しの時間 
を楽しんだのは、子供達二人とおばあちやん位か、ホテル 
の部屋の力べに、〃/つんこ〃なんて大き<書いてあるんだか 
5、だま5ない。叔扭を含む大人達は、次第にフーフ I 云 
い出して、みんなかイラ<していた。大金を払つている 
とい/つ気持と、ど/つしてこんな目にあわねばな5ないのか 
とい/つ疑問が、それぞれの心を交差していだ。不愉快な旅 
行だつた。帰つて来て何日かして、家内が笑いなが/ XT 「今 
度の旅行のこと思い出していた5、ふと、宮沢賢治の"注 
文の多い料理店"とい/つ童話を思いだしちやつ だ」 と 私に 
云つ て、「うん、 あの話よく出来てるなあ」と感心している。 
私は、 I しゅん不愉快な思いにか5れたか、なるほどとも 
思い。鏡の前に行つて、しげ<と自分の顔見て、「そ/つい 
えば、私の顔は、前より少しゆ、かんだよ/つにみえる」とし 
みじみと云/つのだつた。 

〇月 x 日「そ/ついえば、今年は庭の紫陽花咲かな かつたねえ」 と 
私、「切りました」と家内。「ど/つして?」と私。「大変 だか5- 
家内。そして、大きな長い柄のついたハサミを出してきて、 
秋までに庭の木々と、これで格闘するんだと、家内と娘は 
はりきつて r 巨大な：：：サミをチヨキチヨキいわせて いる。 


私は、なんとな<、戦慄を覚えて「がんばる様こ-と云ラ 
のガやつとだつだ。 

〇月 X 日そこは、あき5かに異次元空間で、見た事もない世界。 

視野を横切つて走る水平線の様な線ガー本。これは、風景 
ではないとつ♦ふやいて、その線に腰をおろした私か居た。 
次には、巨大なハサ///に追いかけられて水牢線の様な線の 
上を、一生懸命て逃げている。ハサ///ガ追いかけながら発 
するチョツキンチョツキンとい^音が、オタマジャ クシと 
なつて、線の下を泳い r いる。ここて目がさめてへをひる。 

〇月 X 日山頭火の句_を開き、い<つかの句盡む。一つの 句の 
前て、私のすべての思考ガ絶句して立ち 止る。〃濁れる水の 
流れつつ澄む"なんというやさしさ//*〇 

〇月 X 日あつ 5 の方か鐘つて<る明日と、こ§ガあつちに歩 
いて行<速度が、.今日は一日中気になつた。 ただ それだ ブ 
で疲れ果て寝ちま/つ。 

〇月 X 日あれか5何十日とたつていないとい/つのに、私の作つた 
クンべの小屋の飾りにつけたひさしがとれている。あれだ 
けた<さんの能書だれて作つだものが、こ/つ簡単にこわさ 
れては、だまつたもんじゃない。クンべに三十分説教を す 
る0 . 

〇月 X 日ピエ□の油絵四 F を五点描<。クンべの頭をなててか5 
床に入る。 





た男の劇画」と掲げられている。少年 
のころ地理がすきだったといぅ小崎の 
思想は、まさしく地理といぅ名の魅力 
的な体系によせる愛着と重なってみえ 
る。千変万化する人間の営みにこれほ 
ど隔絶しながら、なお密着した様相を 
ていするものへの徹底的なこだわりは、 
この作品を解く鍵でもある。 

梶井•純 



おそるべき背景 


これは、ほんとうかどうかわからな 
い 。 S 氏が教えてくれたところに よる 
と、この作品を某「一流」少年週刊誌 
の依頼をうけて一年ちかくかかって描 
きあげ、もっていったところ、担当編 
集者がたまりこんで 口 もきけない よう 
すだったという。 

小崎泰博『幻の10年』(東考社刊) 
を読んだあとで、その話を聞き、 おも 
わずふきだした。たしかに、この作品 
が「一流」のマンガ誌のために用意さ 
れたものだった という 「伝齔」はなか 
なかいい。 S 氏が教えてくれた内幕は、 
たぶんう そだろう が、読後感としては、 
「とにかく疲れて、ぐつたりして しま 
いますよ」 とつけ加えられた ことばと 
ともに、この作品の一側面を的確にい 
い あらわすものだった。 

九六ぺージの作品全体が、じつに克 
明なペン描きによってみごとにうめつ 
くされていて、どんなささいな背景も、 
おそるべき緻密さによって描きつくさ 
れていることにおどろかされた。この 
本の跋を書いているかわぐちかいじに 
いわせると こうなる。 

「それは まさに 衝撃であった。 最初 


この作品を見せられたとき、あんぐ 
り開いた口から涎を垂らしつつ私の 
両眼は原稿の スミからスミまでビ7 
シリ描きこまれた『世界』に引き込 
まれ、(中略)ドッと疲れ果て、も 
はや批評する気力も失せてしまって 
いた。」 

あの劇画家かわぐちかいじをして、 
あんぐりと口をひらかせた作品とはな 
んなのか。わたしの読後感は、かわぐ 
ちかいじほどはおもいやりのあるいい 
かたにはならないけれども、この新人 
の筆力、といぅよりも旅 E 力といってい 
いものに感嘆したことはまちがいない。 

「ビッ シリ 描きこまれた- , i 世界』」 
とは、いってみれば、ひとつひとつの 
カットの背景であるがゆえにむしろそ 
のカットの主体としての意味をもって 
くる ダィナミズムをさしている。たい 
ていのばあい、背景とは、屋外や屋内 
の光景がごくしぜんに視角のぅちには 
いるもとのして描かれる。作者なりの 
特定の意志が背景描写に付与されると 
しても、ごく部分的な シーンにと どま 
ることが多い。しかし、『幻の10 年』 
における背景とは、それを背景として 


描こうと選択されたことの意味を重く 
含んでいるような感じさえする。した 
がって、そこでは、主要な登場人物た 
ちの顔あるいは動作を描くのとまった 
く等価に背景がぬりこめられたおもむ 
きが感じられる。 

そういう意味でなら、この作品では 
すべての背景が、小崎の意志を つたえ 
る風景だとい える のか もしれ ない。劇 
画作品が劇画表現を獲得するために不 
可欠なーコマの絵の意味性といった要 
素をもつとするならば(もつ わけ だが)、 
小崎のばあい、なかば表現のならいで 
もあるかのように風景を克明に描いて 
しまう ところに、かれなりの劇画表現 
の論理が集約されている。 

タィトルにも象徴的なように、一〇 
年という歳月をへだてて再会したい.と 
こ同士のわかい男女と、かれらに共通 
の友人との屈折した関係を主題として、 
かなリ「形而上的」な会話が横溢する。 
紙数の関係でほとんど説明する余地は 
ないけれども、「形而上的」なシ—ン 
が技巧的に処理されすぎていたりする 
点は、たしかにある。いっさいには、 
それらはことばとしてのどのような哲 
学もテクニックも不要なはずで、しょ 
せん絵によって語らしめるべきであろ 
うことはいうまでもない。その「絵」 
こそが、いまいったような意味での「風 
景」にほかならない。 

かわぐちかいじの短文の タィトルは、 
いみじくも「地理の小崎と呼ばれてい 
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世のなか、変われば変るほどいよ 
いよ変わらない、といった意味のこ 
とを誰がいったのか、いまでは忘れ 
てしまったが、たぶんわたしのこと 
だから、そういう意味のことばを引 
用した文章を間接的に読んだのであ 
ろう。 もともと 誰が口にしようと、 
これ自体はたいして変りばえもしな 
いいい草だから、出典などたいした問 
題ではない。しかし、若い頃は、こ 
んなセリフを眼にすると、何いって 
やがる、乙に澄ましやがってと反撥 
したものだが、最近はそういうこと 
はない。ばかりか、わたし自身、気 
がつくと、撫然たる顔つきで、そん 
な文句を眩いていたりするのだ。ま 
ったく、世の中、変われば変わるほ 
どいよいよ変わらないようなのであ 
る。 

つい最近も、ちょっと必要があっ 
て織田作之助の「世相」という戦後 
すぐに書かれた小説を読み返してい 
たら、早速こんなことばにぶつかっ 
た。 

「あんた達はとにかく思想に情熱 
を持っていたが、僕ら現在二十代の 
ジェネレーシヨンにはもう 情熱がな 
い。僕はほら地名や職業の名や数字 
を夥しく作品の中にばらまくでしよ 
う。これはね、瞹眛な思想や信ずる 


に足りない体系に代るものとして、 
これだけは信ずるに足る具体性だと 
思ってやってるんですよ1_°。 

このことばは、そのまま現在につ 
ながるであろう。というより、織田 
作の名前を伏せて出したら、いまの 
若い小説家や文芸評論家がいったこ 
ととして、そのまま流通しそうでは 
ないか。彼らはむしろ廻らぬ舌で懸 
命にこういうことで、自分たちの現 
在の新しさを主張しているようでさ 
えある。そうして「価値の多様化」 
だの「枠組のなくなった現在」だの 
と、あたかも画期的なことででもあ 
るかのようにいい募っているのだ。 
わたしは織田作之助という作家を嫌 


いなほうでなく、むしろ好きな作家 
の一人だが、右に引いたょうな彼の 
ことばは、この国に伝統的な庶民哲 
学の一変種だと思う。かくべつ目新 
しいものではない。庶民はいつだっ 
てこんなふうなことばを眩きながら 
知識人の「思想や体系」を醒めた眼 
で眺めてきたのである。そして、ハ 
シカから治るょうに「思想や体系」 
の熱から醒めた知識人も、そこへも 
どって同じ セリフを 吱くのだ。現在 
の若い小説家や評論家たちの主張が 
それとどれほど違って「新しい」の 
か。まったく、世の中というものは 
変われば変わるほどいよいよ変わら 
ぬものなのかもしれない。 


しかし、「思想や体系」から解除 
されたことでみずからの現在を謳歌 
しているのは、若い世代ばかりでは 
ないし、文学や批評の領域ばかりで 
はない。世の中全体がそうなのだ。 
たとえばここに中国という フアクタ 
1を投げ込んでみれば明らかになる 
のだが、中国での文革批判と、「近 
代化」推進が、日本の各界各層にと 
って、どれほどその現在を無条件に 
肯定する傾向を力づけているかはか 
りしれないものがあるのだ。文革の 
ときに抑圧されていたものが、いま 
一挙に吹き出しているというのが、 
日本のジャ—ナリズムの中国につい 
ての見解だが、しかし本当は、それ 
は中国のことでなく、日本のことで 
あろう。文革批判と「近代化」で解 
放？されたのは、むしろ日本のほ 
うであり、とりわけその対中国姿勢 
である。 

これまたつい最近、日本経済新聞 
のコラムで読んだのだが、総評の富 
塚という事務局長が、九月の下旬に 
中国の総土会に招かれていった。ま 
あ一週間か十日間あちこちを見てま 
わったのだろうが、帰ってきての印 
象としてこういつている。 

「中国の社会生活事情は、日本と 
比較すると、約二十年遅れている。 


目安箱 P 

変われば変わるほど 

何墨わらない 

上野昂志 



—200 —— 





レであろう。日本の労働組合が、合 
理的な企業経営にいかに有効に 機能 


労働者はあまり働かない。 怠ナ者 V 
多いという印象だ」0 

彼はまた、中華総エ会の指導者に 
「市場メカニズムを機能させ、商品 
経済を浸透させる ことによってヒ産 
を拡大し、国民の消費生活を向上 さ 
せること」の必要性を説いて きたそ 
うであ^。 

ところで総評というのは、たしか 
労働組合の連合体で、それも、同^ 
とくらべると「左翼 的」 な立場をと 
つているところだつたはず だ。しボ 
らく前には、資本主義体制に対する 
批判的な旗印を掲げていたはずで、 
いまでも社会党の母体だったはずで 
ある。しかし"そこの富塚という事 
務局長のいっていることは、日本の 
経営者でもあまりいわない くらいあ 
力らさまに資本主義的なことで ある。 
いや、彼が総 H 会 S 導者に した 忠 
告のほうは、企業家な らもう 少し婉 
曲にいうかもしれぬが、前の発言の 
ほうは、企業家でもまず口にしない 
ことだ。彼らは実際に商売がからん 
でしる力ら、もう少し遠慮す るは ず 
である。たとえ、腹のなかで思って 
いたとしても。 

宅ろんいまさら総評の事務局長 
力企業の経営者よりも資本主義的 
であることに驚いてみせる必要はな 


しているかはすでに世界中の注目を 
集めていることでもあるから だ。 中 
国の総エ会にしても、総評の代表を 
招いたのは、何も彼から労働運& こ 
ついての見解を聞くためではなく、 
日本の労働運動がいかに有効に企業 
を支えているかを知るためだったの 
だろぅ。その点では、富塚某は、-予 
想にたがわぬ発言をしている だすの 
ことだ。何を驚く必要があろぅ0 
たた、わたしが彼の発言を とりあ 
げたのは、彼が、戦前の日本の指導 
者とほとんど少しも変わらぬ意識で 
中国を見ているよ、つなのが、気にな 
つたからである。もう少し時間があ 


つて戦前の雑誌でも調べたら具体 
的な例を挙げることができる はず だ 
力たしかにそうなのだ。彼らも中 
国が日本と比較にならぬほど「遅れ 
ている」ことを強調し、 中国人には 
「怠け者が多い」という 印象を 語つ 
ていたはずである。おそらく富 塚某 
もこんなにどうしようもない中国 
を近代化するためには、日本が もつ 
と積極的に指導しなければ なられょ い 
というのであろう。いずれは「アジ 
アの盟主」としての日本が、「支 E 
経営」に乗り出すことを主張するは 
ずである。結構なことである。日本 
の「左翼」も労働組合も、こういう 
ことは得意中の得意のはずだから、 
うまく やれるであろう。、 つた、« 


らが何故「軍備増強」反対を いって 
レるの力わたしにはまつたく理解 
できない。「支那経営」と「軍備増 
強」と何も矛盾することはないじや 
ないか。どちらも大日本帝国万々才 
だ。まったく、世の中、変われば変 
わるほど何も変わらないのである。 

だが、我々は、富塚某のこのよう 
な見解が、文革批判と近代化提唱の 
な力で出てきたことについてよ、 SE 意 
する必要があるだろう。いくらな t 
でも、文革の最中には、こういうこ 
とはいわれないのである。いわばそ 
れに対する批判が、彼のなかのチヱー 
ック機構を解除させ、みずからの現 201 
在を野郎自大に肯定するようこ働、| 
たということである。オレたちのま 
、っが、中国より二十年は進んでる、 
というわけだ。何しろ、ヤツらは怠 
け者だからな、というわけだ。よか 
ったね、日本人は勤勉で。 

し力し、みずからの現在をべった 
り肯定することが、実はそのまま四 
十年余りも前の自分へ と 循環す るこ 
とであるとは、いつたい どういう こ 
となのか。ここでは何も新しい こと 
はないし、何も古いことはない、要 
するに何ひとつ終わってはいないの 
である。 
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青林傑作シリーズ 

各卷 A 5判1200円 

①フーテン (1) 永島慎 二 

虚桃の ff 春の中に真の人間の生き方を銳く抉り、 

永岛怕こ:がやさしく対に語リかける。 

⑩白い伝説真崎守 

北 ㈤ の長い夜に語リつがれて来た雪女伝説、 

飛んでる真崎守が新しい神話を送リます。 

⑲狂人関係く第四部〉上村一夫 

大好評上村一夫の最高傑作く狂人関係〉完結編// 

©フーテン CF ) 永島慎 二 

人中.とは何か 7 ……青春とは……〇 
若き世代の苦と與びの青辞残酷物雜 

⑪狂人関係く第二部〉上村一夫 

葛飾北斎とめぐる人々のおりなす壮絶なる人間模様。 

⑳媚薬行村野守 美 

欲望に操られる人生、媚薬に託した入の哀れ。. 

③寺島 町奇譯滝田ゆう 

占きよき時代の卜 Bf を絶妙の名人芸で抑出する。 

⑫泥沼一どぶ だめ 村野守美 

巨匠村野守美がしみじみと人生を物語る、好短篇集。 

㉑そのばしのぎの犯罪 

く第二部〉 永島慎 二 

月刊漫画ガロ大好評連載のうちに遂に完結/ 

④黄色い涙 永島慎 二 

ti 為みとだびの ff # をゆく胀人たち 
永“机•.がやさしい右名たちに送る友粘の , k !。 

⑬港 野郎にきをつけろ/ 

貨本漫画時代のあの感動がいま鲜かに甦る、 

永島情二初期名作リパイバル/ 

㉒ブルーセックス川本コオ 

遠い記憶の中から甦える甘すっぱい思い出。 

⑤だめ鬼村野守美 

入牛の機微を描いて溫かく感動を呼ぶ 
村利•守笑絶妙の職人芸 * 

⑭ S 不知讃歌 松本零士 

敷井高志 14 才、親の知らない世界もある 
これはその親の知らない物語.•… •••• 

㉓六の宮姫子の悲劇 

つりたくにこ 

不条理なたそがれの夜明け、 

酔往な愚者達が演ずる悲劇的與刺の慘刺。 

⑥そのばしのぎの犯罪 

く第一部〉 

激しい•沈の迚命を，1:.きる93そのばしのぎ、 

シリーズ青いカモメ SIDE® 永島慎 二 

⑬狂人関係く第ョ部> 上村一夫 

降る雪に、散る花ビラに_ぃ惑う、画狂北齑をめぐる 
鮮烈な人間像。 

㉔ 龍神村野守美 

求めて追えば逃げ、招めば追われ、 

真にままならぬは業火現世の無常…… 

⑦狂人関係く第一部〉上村一夫 

風 UK の絵師1•.衬.夫が描く 名人北齑の« ! 

⑱よさこい節 青柳裕介 

郷里 • 南国土佐を舞台に、デビュー当時の W 柳裕介が 
描く珠玉短_集。 

㉕サロメの唇 手塚治虫 

むかし技崎に W い H の遊女がいた 
異国怙緒あふれるエロチソクロマン/， 

⑧青春相続人宮谷 一彦 

椒寒のアラス々(こ仏説の黄贪トナ々イを迨う、 

天才宮谷-彥が現代に問う青春論！ 

⑰秘戯村野守美 

巨匠村野守美が性の深淵をえぐる.ゲ 

⑳傀儡がえし白土 三 平 

赤 h の親世 rv と呼ばれる正体不明の忍，、 

その不思議な術とは……!? 

⑨花いちもんめ永島慎 二 

メンコのスーパーヒーローナタ政とゆかいな仲間たち| 
かくリひろげる痛快下町メンコ戦争！ 

⑱おせん 楠脫平 

ひたすら漫画に命を燃やし若くして逝った楠賻平、 
ここには、素直に涙できる本当のやさしさがある。 

㉗ ぬけられます滝田 ゆう 

日本的な大衆の欲望と悲願とをとりあげた、 
独自のユーモアの結晶// 


現代漫画家自選シリーズ / 

\5判 

ホンダラ部落 砂川しげひさ480円 

諷飄とした描線にのせて贈るナンセンスの椒地！ 

よくふか頭巾 永井豪540円 

tti 性と狭念の男快盗よく.ふか頭巾は今日もゆく — ! 

狂葬剣記 政岡としゃ • 580円 

ノッてる拘1由 j 本政岡としやの佳作短篇集 

陽炎 青柳裕介540円 

デビュ ー3 時の作品で紐る许柳作品の原形。 

わら草紙 勝又進600円 

農付の軋价を行以に人の世のはかなさを描く。 

与太 ほんまりう 580円 

古き良き時代を If 软に姉弟爱を描く秀作。 

男一発 辰巳ヨシヒロ 480円 

奴じ作如の m 晦にほう蝻シ(味なし•遊を探リ出す！ 

Ml 

驅關 

黒衣の妖女 平野仁580|リ 

鬼才平!！ IK : が秀昶なタッチでおくる快作。 

岩本武蔵 岩 本久則480円 

イく灸邱 とアルセンスの •. 7 J 流): •; 本な ら ぬ‘/;-本武蔵！ 

_ 


喜劇新思想大系 山上たっひこ 

抱 股絶例 + • 街太 動地 X 支離滅裂1 !! ? 

正 580 Mj 続580円続々580円 

おえんの 恋 池上遼」480円 

炎と化した i 1:; i の町なが•人坫炎に燃え盛る、 

乱華抄 上村 一夫 600 R 

か、テ-節は iat て、汗: 乱鍛 r •にしのび泣き。 

蒼き 多良の*%哮佐藤まさあき480円 

19 才は死刑にならない！都会を彷徨する段入荠;重! 

日本チヤンバラ伝 高 信太郎600円 

でに汗にぎるしょんべんちびる、古今の袋傑の名勝只 

2.26 ，件を克明に描‘ 〇： する！’ 

第一部580円第二部580円 





























































青の時代 安西水丸著 

悲しく、孤独で、透明な意思が、 

弱光の風景の中に鮮かに甦る。 

A 5判上製貼函入 • 1500 



シリーズ 育い カモメ SIDE ④ 

風の吹く街 


永島愼二著 


出合い • 別れ 

人生の…瞬をとらえるユマニスム B 4 変形•箱入上製本 

永島憤:傑作短0集 108頁（カラー15頁)/1800円 


シ IJ ーズ育いカモメ SIDE ⑤ 


■ J 1 」 ィのブルース 


オナヤメで楽しいシティガールの 士鱼植一尹 
ォシャレで優ぃ'ラブスト-リィ严® 1 具一^ * 

A B 判 • 箱入上製本/オールカラー72頁/2000円 



© 虚構の神々 赤瀬川原平著 

私は每朝一杯づつ、アンドロメダ星雲を呑んでいる。 
コーヒーにお砂糖をかきまぜて、ミルクをスロン . 

A 5判箱入上製290頁1800円 


クシー君の発明 

魅連のォブジ i 夜の M 鴨沢祐仁著 

流れ姑がコスモにむかって ス八ーク 

A 5判箱入上製，カラーイラスト入 • 1400円 


送料は「性悪猫」「クシー君の発明」「爆破」が各250円、 
「櫻画報大全」「風の吹く街」が各350円、その他は1冊 
につき各300円かかります。 



ピクルス街異聞 

佐々木マキ著 B 5 上製叫 


闇夜にひそむブラックホール 
一度のぞいたらさあたいへん/， 


W • 1300円ぐそを 


月の光 花輪和一著 

世人の怨念がうず巻く限り月の光は消え 
ません、何百年でも何万年でも…… 

A 5判上製貼函入 * 1400 円 


性悪猫 


やまだ紫著 

A 5判上製950円 


せけんなどどうでもいいのです。 
. お日様いっこあれば 


タラコクリームが 


正義の筋肉、悪の筋肉、青春の筋肉、愛の筋 
' 肉がエネルギッシュにまとめあげた精神のボ 


渡辺和博著 

A 5判. 850円 




，ハチ ョクセツ . 

三ウシコミクダサイ。 


青林堂出版 
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モヨリノシヨテンマタ 
トウシヤマデオう 


プ博士の月への旅 


夢多き大航海時代の月世界探険。 

波乱万丈で驚天動地、 たむらし 

奇想天外で抱腹絶倒の冒険大活劇// A 




A 5判上製1000円 


永島慎二傑作集 

各卷 • A 5判函入上製本 • 330頁（カラー2色を含む） *1500 円 

第一卷さんしよのピリちゃん（処女作)/天使のいる街/掙画家残酷物語 
/增 L 由 j 薄物館/はらっぱのものがたり/自_{象他 

第二卷愛人•タロ/源人-とおっかぁ/拳銃物語/丘の上のホロ /新雨 H 
物語/生命/オムニバス恋/力々シがきいた々 エルのは なし他 

第三卷どんぐりと山描/砂山/おしゃべ*)なトト / H 本昔話/おふくろ 
/仮面/少年のいじめっ /- サブ/青#刺場/海他 

第因卷 心の森に花の咲く/ク.ク•ル.ク.ク.パロマ/ソウルの钾き 

/ tV # 裁判/少年/旅人くん/フォト • 复/遗書他 ' 


秋山清著 

郷愁論—竹久夢二の世界一、七00円 

漂泊の詩人•竹久夢二の，郷愁"の本質をさぐ 
リ、反逆とは何かを問い正す ユーーークな夢；一 論 


上野 S 志評論集 

沈黙の弾機 九八0円 

赤瀬川原平論、加藤泰論(以上書き下し)、鈴木 
清順論、林静一論、ヤクザ映画論、歌謡曲論他 


渡辺 I 衛評諭集 

異端の唯物論 九八0円 

60年安保以来派生した幾多の問題と真摯に取り 
組んだ画期的論文集-—ソ連官僚制社会主義論 


野本三吉著 

爆 破 六八0円 

〈コミューン〉を求めて彷徨う著者が 若松との 
対話から人間の原質を問う衡撃のドキュメント 


林静一作品集 

彩色 IW き版叫〇頁描き下し••花に楼む J 
を初め' マンガにアニメに3 J 彩を放つ 
$静.のすべて/ 

B 55: 入上製本11七 OH 
I 、六00円 


櫻画報大全 赤瀬川原平著 

全!-«1凌者の熱望に応ぇて新装改訂なつた 
名 lfrffii * j 報 j の《 終決* 4 £版/ 

B 51 •箱入上«本こ1100 M 
三、 000円 
















































まんがゴールデンスーパーデラックス 

U 2 畢全国有名書店で発売中 

定 IE 580円〒200円 


“捣*介〔傷つきやすい靑春〕、 
ひさうちみちお〔アソコの大霣除〕 

* CMaira ) 

やまだ紫(夜の坂道〕 

沿 IH 仲/ 1 〔硝そ戸の中し 、 

まついなつき〔流行性耸下腺炎〕、 

亦峨ジュン〔香港描. PART 2〕 

雑«隘ヂ〔ナダ〕, 

いしいひさいち • 川嶙ゆきお 

•チャンネルゼ〇 9564 ^ H ! ill 0；^»|18103 
006(386)6373 • iitt ( A # 12247 2) ' 

H . プレイガイドジャーナル社 



► でお求めになれないみは邦丨史撇矜で送朽 

凡 780 P 1 をチャンネルゼ〇へ 


•讎 






g 


a 

a 


噂の真相 1 1 

人はこれをスキャンダル雑誌というノ 

I 


都内近県どこへても出張買入れ致します 新宿区西早稲田3141 303-203-5509~ 


160來京都新衍区新柄 5—11— 18 





—204 















木村潔に脱帽 


伊部誠三© (長浜) 

年に 一、 二度あることだが、先月号 
のガロはちよつと元気がなくて、どう 
したのかと心配した。しかし12月号に 
は.二号分のパワ—があふれていて満足 
した。やまだ紫，高部両市•三橋乙揶 
らの全力投球に感銘をうけたが、最も 
強烈な印象をのこしたのは、木村潔の 
入選作品「蠢く」であつた。 

これは陰気な男の低劣な行為をえが 
いたものである。彼は他者との交流を 
さけて閉じこもるタィプらしい。処世 
のための基本的な約束ごとにも耐えら 
れない勤め人だ。ではそういう男が、 
強制された仕事から離れ拘束から一時 
的にせよ解き放たれたとき、何をすれ 
ばよいか。彼は非常に不安定である。 
自分が自分でなかつたのだから、何と 
かして自分自身を回復しなければなら 
ない。自らの欲求を自らの意志で自ら 
実行すること。これは自己保存のため 
の本能的な衝動である。肉体の疲労を 
とりのぞいた あと、 彼は行動す る。 そ 


して彼は彼自身となり彼を回復する。 
そのことばが「ラー幸せっ」であり「お 
1っはみ出してしまう」なのであった。 

作者の力量は相当なものだとおも、っ。 
筆づかいがとても生生しく、ひきつけ 
られた。「蠢く」を絶賛し、木村潔に 
脱帽する。 

詩でも落書きでも音楽でも 

板野博行(杉並区) 

11月号は実によかったです。この内 
容なら10 0 0円出して買ったげます 
よ0 

僕にとってガロは、漫画と いう js 
的にはひじよ〜にせまいわくの内の| 
般的な認識をぶちこ わして やはり?1画 
は詩で も 遊びで もありうる のだなぁと 
いうふしぎな安ど感を もたらして くれ 
るのです。僕にとっての〃答え々がガ 
口にはちやん とあります。 

200 号記念の時にはお祝いを出しませ 
んでしたが、おくればせながらおめで 
とうございます。と言わせていただき 
ます0 


制覆麟畫曼 4 __ 

当紅としても^いへんヤ苦しく遺范なこと^すが鸟分の躅は、 

座一雍と田 ^ 3 す • こ ^ 周趙 laH 白成にと，ても i 普 2 、/とと 
BMV/M す ^ て ^ く考えてで . 1 ^ 投方？して下 7 、 

② JgIP 用釘痛 ( wf 第 5 の入〜《 o 選 ipr 今 i せん • 

•十^^と Tm す r / u 抵 



0す^.杲癌 VJ 


1タテ3ヨコ|8.2卞^履いします 
§バリの一 、 S 

© 里 H3rirc ; J 裂®用ィ、ラ(里)芝僮 mlz 下 r 、 い。中蓿の、調； 
か w sir な場合！；5、スクV、ノト->リ、义ん • て T ?い：フ T 墨に 
よ3ボカ/ AlarvarT? 1 # 0 

⑤ゼ”フ•ナレ-/ンョ、ノ Aa 私蕈 r 疲みやす <入れて下 ，、 r 

® ペ-ジ叙 liHr ジ r もか£\/ょ 11 :ん水^ 040 とあ 1 9 今く^ 3 _^_ 
ふ^^へ i ソ tj ソかむすかしく 3 :フ T ? ますのご 16 〜 ^0 ベ-、)ノ 
ぐ，ぅ：：が適- M 力と思い it 。 

© 发リ汜1氛京廊キ代田 E 神旧、神保町^ A 二青—堂 

③、なぜ段滴 t 3 z , 作品^通して、訊之尸1;こと (a 何か t 
も'フー度よく^之て7編篥部とし?13作000加多 r 
宋叙 r あ7て12和性のあ5104意欲的に とリ上つ t 
りです。皆さんの作 Doa 安躬恃し て〕 5 T 。 

以 XL 
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素直に高信太郎 

望月孝志 (甲府) 

まだ半年 fi ' しか t , ii し初めてからた 
っておリませんが、^月ガロを心待ち 
にしておリます ガ.口に発表される先 
生方の多くがどこか料に構えて書かれ 
ているのに対し、高先生の作品はとて 
も素直に受け取られまして/- x \. にいって 
おリ ます。 

編集者の方々へのお®:いですけれど 
も、も少― i 明るい作品も«せるょうに 

していただきたいのですが . 

それと 12:1:号の「未知」の高山和雄の 
ォチはつげ義春氏のまねではないのか 
?書 くほう も恥知らずだが、のせる ly 
集者も無知なのか無恥なのか . 

前略、猫も、ついでに 

マンガもでも。 

金沢市遊民 (大阪にて) 

マンガも、ついでに猫も。でもょい 
けれど、好きで。そんなこんなで買っ 
た一冊『性悪猫』でありましたが。 

作品には、かなりボーゼン、驚きか 
つ、アキ レ。 それなりに、かつ感嘆も 
し。やまだ紫作品のフアンに、成りま 

して . というのは、ちと言い過ぎ。 

ではあるけれど。(痛いからむしろ、 
恐いもの見たさ……のほうが、正確だ 
ろ。) 

これからはデ数力月に一度二度。大 
阪•東京なんぞの書店の。々ンガ棚の 
所いく折々には、アナタの名前も探し 
見ることに、成りそうです。 

でも、初期作品集のは、店頭の立ち 
読みで、済ませた。ヮヶで。金払う程 
の作品、ではない。のかどうか。懷具 

合のせいも多分に . あつたりもし 

て。あしからず、てからず。へそから 


ず： 

とりあえずの処では、次回作単行本。 
に期待します。 草々、 

ァァ/窮籌 

トテモ無知ナ人(大阪) 

花輪和一先生の新作「月ノ光」には 
いささかがっかり致しました。私は花 
輪物を読むのは実は初めてなのですが 
収められた旧作は' まるで煮へ湯を尸 t 
まされるやうな雰囲気に包まれて『ア 

ヒッ。トテモヨカッ タ/.』- だの 

に最後の「月ノ光」では、その一見訓 
語的な物語筋(実は違ふが)と言ひ、 
登場人物の平均型日本人のォバサン方 
の筆致と言ひ、『コレデハマルデ楳図 
かずおノ「イアラ」デハナイカ/』し 
かも「イアラ」に比べると総ての点で 
行き詰つて負けてしまっていると , L か 
思へなひ' こんなのイヤラ/と思わず 
叫んで しま ひました。やっぱり花輪先 
生は、完全誤楽異次元エログロの、い 
わゆる〃花輪物，の作品でツラヌヒテ 
ホシヒワ。 

先生、かってな事ばかり言ってゴメ 
ンナサヒ。ユルシテユルシテユルシテ 
ドドドビュツ 

思います。 

伊藤れい子 ( 18 才) 

私「ガ ロ」 かこんにちも、本屋でう 
られているなんて、今日まで知らなか 
ったんで す。 そしてあこがれの 「ガ ロ」 
に会- i . て本当にうれしいです。 

さて私は、昭和の初めころか、戦後 
かよくわからないけど、つげ義春氏の 
「紅い花」の背景となつているような 
時代に、すごいあこがれをいだいてい 
るのです。白い夏シヤツに半ズボンに 
白い学帽のじんじよう小学生、路地裏 


の トウフうりや 火ばちでサンマ焼いて 
たりして いる光景 . 淚がでます。 

ところで11月号の峰岸達氏の「夏の 
放課後」^激しました。あのくらいの 
時代にも，どつて、美しい顔だちの書生 
さんとプラトニック•ラブなんかいい 
です。 

おはようございます。 

針村しな子(北海道) 

十一月五日、汽卓ん中で高山さんの 
「未知」■を眺めていたら、- t - さんの奥 
さんの声が聞こえてきました。「あの 

一家も、卜— トーー 階に . 」などと 

馬鹿なことを考えていたら一駅乗り越 
してしまいました。 

幻想の明治感想文 

㊃ 高 {>! 太郎先生のマンガはスポンッと 
快い音を立てて頭の中に人つて来る様 
な、不思議な快感があリます。読み終 
えた後、アレは何だつたのだろうかと 
一寸^えて見るのですが、霞をのぞき 
込む様な感じであまり良く分らずに考 
えるのを止めると、「ああそうだつた 
のか」といつた感じが頭の中をかすめ 
て、一人で納得してみる次第です。思 
うに、この人は何か悟つてるんじゃあ 
ないで しょう か。心ん中を覗いて見た 
ら、すごくシリアスだつたりしてなど 
と思うのであります。ユーモアは理性 
である ことを 付け加えて感想を終 リつ〇 
(川崎市)池田尚 

® 僕はあんまり高信太郎先生の絵が好 
きではないのです。でも最初から最後 
までツカズハナレズおいしいサラダの 
の様な語り口はあの絵から出る味なの 
かも知れません。 

とにかく最近の信太郎先生の作品は 


僕にとつてキョ ーミをひく ものばかり 
です。幻想の明治は先生の作品の中で 
も一番光つています。これからもずつ 
と続けていつてほしいと思います。 

，幻想の明治を見ていると昔の新聞の 
方が今の新聞よリナウいんじゃないか 
と思って― i まう のですか、どうなんで 
しょお？ (神戸市)上前祐二 

以上先月号プレゼントの課題感想文 
よリ 紹介しました。 

通信欄 

•「ガロ」67年頃から百三十冊。「夜 
行」一〜六号。つげ、辰己等の本約十 
冊 まとめて 取りに来れる方におゆずり 
します。ハガキで連絡を。 リスト 送り 
ます。〒537大阪市東成区大今里ニー十 
五—ニニ 〈田中守〉 
•「譲ります」つげ義春初期短®集(限 
定判•署名人•幻燈社 S 44) ☆片山健 
者『美しい 日々』 (限定 判 •署名入 • 
幻燈社 S 44) ☆林静一著『紅犯花』(限 
定判•署名入•幻燈社 S 45) ☆花輪和 
.一作品集(限定判•署名人•青林堂 S 
52 ) ☆勝又進短編集(限定判•署名入. 
青林堂 S51 ) ☆つげ義春者『腹話術師』 

(北冬書房 S 49) 以上希望価格を書い 
て往復はがきで至急連絡を待つ。(又 
は水木しげる貸本マンガと交換可)〒 
106東京都荒川区南千.住2の15の5照山 
ビル 4 FC 号 〈大島義行〉 
•滝田ゆう著の貸本時代の単行本.新 
書判のヵックン親父{東京漫画出版社} 
又はひばり書房)等を是非譲って下 
さい。また以下の本譲ります。水木し 
げる著「近藤勇」(虫プロ)'白土三平 
選：^® (秋田書店)忍法秘話⑤(青林 
堂)。左記まで御連絡下さい。 IT 811—34 
福岡県宗像郡宗像町光岡六八八 

〈添田秀文〉 







幻の财 Z 作ロケットマンを含む* 电^ 水木しげる頌掘示す作品 集，™ 

f 林しけ獅品集 

□ケットマン•寸徽ラノ ン •淀® S •方^の水 
則刪水木:作品リスト J _/ 吳智英•俘 簾^ (力^^) 

鉱宠 ma 800円(送料刿) 

/2月25日免壳予定 R 今申 

中野書店 

千代田区神田神保町2の3 
神田古書センタービル5 F 
〒101 TEL (03)-261-3522 

取引銀行富±銀行れ段支店 
当座 No . l 5 2—3 6 1 0 7 
振替東京 7 — 8 2 8 4番 


•前略、横山光輝著の「音無しの剣」 
「剣竜」「白百合物語」をお譲り下さ 
い。又交換に冒険王 S28 •②(足塚不 
二雄の四万年漂流が入ってます)あり 
ます。〒 544 大阪市生野区新今里 6 の 8 
の21(キスヵビル内) 〈莉安浩〉 

• 白土三平•つげ義春氏の古本でもな 
んでもかまいません。何でも買入しま 
すので是非御連絡お願いします。〒 479 
愛知県常滑市蒲池坂上 91 の 1 

〈中山浩雄〉 

ゴシップ 

© 『ニユーコ ミツ ク•パフォ—マンス』 
ガロ出身の ニユー n ミッ クス—パース 

ノッブダブトリオ(なんだかわかんな 
いけどこれだけ並らベればそれっぽい 
じやない？)の渡辺和博、ひさぅちみ 

ちお、奥平イラの原画展が、渋谷のナ 

イロン 1〇〇%(476 — 0662)で行なわれる。 

日時は 12 月 1 日から 14 日までだから、 
忘れずに観に行けよ1//: 

© 川 崎 ゆきお先生、2冊めの単行本が 
出た M : 題して川崎ゆきお作品集「てん 
ちむよぅ」 (プレイ ガイドジャーナル 
社刊 650 円)主に , 75 年以降ガロに連載し 
ていた作品を中心に描きおろしも人っ 
ている ゾ 、川崎 フアンは 絶対買いなさ 

ぃ， 

i 平イラ•美樹夫妻の結婚披露パー 
ティーが先日、新宿区役所通リの才力 
マデイ スコ 『白鳥の湖』であ リ 、例に 
よって®を立てた奥平君はともかく新 
婦側友人が美人多数であった こと も、 
メデタイことの 一つであった。さてパ 
—ティーも終わり奥平君から 『二次会 

はツバキで . 』 とゅ 一 にあつて、一 

同伊勢丹裏に向かったワケであるが、 
高信太郎先生は写真のように大そうな 
モテ方であつた" 



岭ウエデイングケーキに 
ナイフを入れる奥平夫妻^ 



岭美人にかこまれた高先生 


©11 月 3〜8 日にかけてクマさんが青 
山のみつめ画廊で「篠原勝之個展•熊 
展」を開きました。 M ;. 面いっぱいに鉛 
筆で彫密にぅめつくされた絵には『屈 
折された威光』さえ感じられ、思わず 
息をのむほどすばらしいものでした。 
で、この日のクマさんの服装ですが、 
白の木綿のシャツにレザーのパンツで 
ベルトのバックルはィナズマの形でキ 
メていました。クマさんのおなかは月 
の引力にひっぱられていつぱい出てい 
るので、ズボンのチヤツクが見えてし 
まいます。そこをマジックで黒く塗つ 
ているのですが、満月が近くなると、 
いつもより激く塗るのだそうです。 



岭颯爽とカメラの前に立ったスガ 
スガしいクマさんこと篠原勝之 
©おゎび 

先月 12 月号で「無可有町から」の 1PJ 
と PJ 91 が逆になっています。正しくは P .191 
M の順です。翁二先生、読者の方々に 
ここに証正とおわび申しあげます。 

お知らせ 

来月号のガ ロは' 2 月 3 月合併号と 
なりますので発売日は1月中旬です。 
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金沢市のすずきよいちの作* 
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平塚市のうらしま太郎の作品 
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鹿児應のひろしの村の作品 


■ T 田市の大阪のブコの作品 飞 
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HEAVEN EXPRESS. ア ^\ 

〒160柬京都新宿区西早稲田 2-17-13 近鉄ハイツ108 
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w 毎月末発売 

Phone:03-207-9388 












セイリンドオ 

4 

ゴソーキンクダサイ 
チヨクセツトオシヤニ 


多忙の 最中、 常に完壁を目指す手塚治虫が 
この度描下しで箱絵を仕上げ、ついに完成。 


2 
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刊行 


手塚治虫 


青林堂 


:5判上製貼函入•金箔押 


定価三千円送料三百円 















